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「象徴的生活感」と言う作品は、

以前絵画間前の銀杏並木で行われ

た IKEA の４畳半展を思わせると

ころがある。もちろん、場所を生

かして洗練された感じになってい

たが。

ガラスによって仕

切られている、内

と外を繋ぐ糸のよ

うなデザインのベ

ンチです。

佐々木さんはまだ

大学生です。

普段見えない人の生活感をショーウィンドウのように見

せる事で街中に生活感を出現させる。という作品。前日

のさんぽでも気になってみんなで見ていた作品。昨日は

本を読んでいて、今日はテレビを見てました。坪井さん

がこんこん。とノックして中にいる方を呼んでくれて、

話を聞きました。自分の部屋とは全然違う、代官山に住

むならこんな家。と思ってつくった部屋だそう。見て見

ぬ振りの人、じーっと見る人。いろいろ通りすがると言っ

てました。

大変そう。帰りにもう一度通ったときはもう一人いて、

肉まんを食べてました。

いろんな表現がありますねえ。

代官山ヒルサイドテラス F棟に

ある。もっとも周囲になじんで

いた作品。普通にベンチになる

し。これはこのまま展示を続け

てほしいな。

街なかにブースを設け、

ガラス張りのなかで人

が活動するというプラ

ン。これは新しい傾向

かもしれない。

アオキ家具アトリエでは縫合

という作品の製作をしまし

た。この作品がとても好評で

なん（！）イベントが終了し

たのに関わらず 12 月いっぱ

い代官山ヒルサイドテラスで

展示されています。

「象徴的生活感」はその説明にあるよう

に代官山の街の風景にある生活感を表出

していると思いました。特に狭い透明な

箱の中に人がいる時は何かユーモアを感

じることが出来ました。ユーモアは都市

の中で見過ごされがちな要素で、それが

都市に新しい豊かさを与えてくれるので

はないでしょうか。

インスタレーションって
別に誰にも求められてな
いことなんだけど、それ
でも自分がやるべきだと
思うことを、やり切っち
ゃう強さ、みたいなこと
が大切なんじゃないかと
思いました。

２回参加した感想としては
、やっぱりアート手法とし
ての強さが足りなかったか
なとは思う。２回とも都市
的な背景を持った作品を作
ったつもりだけど、結局最
優秀作品になったのは、そ
ういうメッセージとかじゃ
なくて、インパクトの有る
作品が選ばれた

何かを作りたかっただけだな笑。でもそんなもんだよね．渋谷 1000 にくっつ

いてるオマケみたいなものだったから。百パーセント出せるわけでもないし

ね。3案とも全部気に入ってたし。マキさんが絡んでるってすごいよね

代官山はもっと個人参加で、研究というより純粋なインスタレーションアー

トよりで。博人さんも含めて小林研はアート専門の研究はしてないし、そう

いう手法の蓄積もないから、アート手法の勉強って意味もあるかな。

インスタレーションの奥

本プロジェクトの本質は都市に対して「インスタレーション」と言う手法で何ができるのか

追求してきた気概にあり、都市の奥のそのまた奥を表出させようと試みたものである。

象徴的生活感

ショーウィンドウによる街風景。普段は見えない人の生活感。二つの要素を掛け合

わせ、代官山の街風景に生活感を表出させる。

縫合

道路と屋内共用部というパブリックな空間がガラスを挟んで並行して存在している。

「座る」という動作を共有することで、空間が交差する。

(1) 錯綜する思い

都市的な問題を含んだインスタレーション＜インパクト

一般人 関係者

制作者

もっとも周囲になじんでいた作品。これ

はこのまま展示を続けてほしいな。

これは新しい傾向かもしれない。

都市的なユーモアがあり、面白い作品

（3）思いの積層

（2) 奥の思想

西欧の空間はある中心点を持つのに対して、日本の空間は奥へ奥

へと向かっていく。例えば、教会は丘や山の頂上に象徴的に建て

られることが多いが、神社は山の麓、森の奥に造られる。

槇文彦

人々の様々な「思い」にもまた奥があると思う。空間の中で軸で思いが錯綜し、絡み合う。

そして、人の気持ちは揺らぎ易く伝わりにくい。積み重ねた思いの先に見えてくる新たな「思

い」があり、自身を顧みることができるのではないだろうか。


